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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，「在日・在外外国人（移民）コミュニティの心理社会的資源を定量
的に把握するための査定ツールとしての汎用的コミュニティ感覚尺度」を開発し，在日・在外外国人コミュニテ
ィの心理社会的構造を検討することである。そのため、1）未成年および成人の在日ブラジル人を対象とした質
問紙調査，2）成人の在日コリアンを対象としたフォーカスグループ，3）成人の在日コリアンを対象とした質問
紙調査，および4）中高生の在日コリアンを対象とした質問紙調査を実施した結果，在日外国人のウェルビーイ
ングの促進を意図した介入プログラムの開発に向けた実証的エビデンスが得られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the project was to investigate the feasibility of a general 
purpose sense of community scale applicable to various ethnic and cultural minority groups in Japan,
 while searching for a theoretical framework for future interventions. Data collected from four 
sources (a survey with Brazilian children and family members, a focus group interview with Korean 
adults, a survey with Korean adults, and a school-wide survey of Korean middle and high school 
students in Tokyo. Both qualitative and quantitative results showed that sense of community is a 
viable concept to be used in future intervention programs in adults and adolescents in minority 
communities. 

研究分野：コミュニティ心理学、社会心理学、異文化間心理学、予防科学
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１．研究開始当初の背景 
 現在，在日外国人コミュニティにおける特
徴やその問題については，社会学的研究や個
人に焦点を当てた研究がなされているが，在
日外国人コミュニティそのものの心理的社
会的な研究は日本ではほとんどなされてい
ない。そのため，彼らのコミュニティがその
構成員にとってどのような意味を持ち，どの
ような心理的機能を持っているのか明らか
になっておらず，そのような在日外国人コミ
ュニティの改善やコミュニティへの援助的
介入が行えない状態になっている。このよう
なコミュニティを考える際には，コミュニテ
ィ感覚を査定することが重要であると考え
られる。 
 コミュニティ感覚は，コミュニティが内包
する心理社会的な資源を，様々な種類のコミ
ュニティに跨って検討することができる指
標である。コミュニティ心理学の先駆者であ
る Sarason（1974）は，コミュニティの概念を
物理的な地域性だけでなく，心理社会的な共
同体感覚を含むものとしてとらえ（植村・笹
尾, 2007），このようなコミュニティを理解す
る上で重要な概念としてコミュニティ感覚
を提起した。Sarason（1974）とコミュニティ
感覚における4つの要素を同定したMcMillan 
& Chavis（1986）によるコミュニティ感覚は，
あらゆる形のコミュニティの普遍的枠組み
として適用できるものとして，現在において
も重要な役割を果たしている（笹尾, 2007）。 
 コミュニティ感覚は単なる個人的変数で
はなく，マクロレベルの場所や社会心理的要
素を含んだ社会的関係資本（ソーシャルキャ
ピタル）として位置付けられており（e.g., 
Long & Parkins, 2007），その尺度も一般的に確
立されている。国内では，笹尾ら（2003）が
McMillan & Chavis（1986）の構成概念から作
成した日本語版 Sense of Community Index
（SCI）などが用いられ，様々なコミュニテ
ィにおいて検討がなされている。その一方で，
コミュニティ感覚は， Sarason(1974)と
McMillan & Chavis（1986）による理論的考察
によって，その枠組みが規定されているため，
必ずしもコミュニティに存在する心理社会
的資源を捉えきれていないという課題が指
摘できる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，従来の一部分だけを捉え
て全体を類推するような尺度ではなく，どの
ような資源が，どの程度あるのかについて査
定することを目的とした「在日・在外外国人
（移民）コミュニティの心理社会的資源を定
量的に把握するための査定ツールとしての
汎用的コミュニティ感覚尺度」を開発し，在
日・在外外国人コミュニティの心理社会的構
造を検討することにある。そのために，多様
なコミュニティの中において，社会的関係資
本を定性的・観察的に評価した上で，定量的
に評価するという枠組みを作り，生態学的妥

当性・基準関連妥当性を確保し，在日・在外
外国人コミュニティでの調査を通して異文
化間妥当性を担保するものとして開発する。
さらに，在日外国人コミュニティにおけるコ
ミュニティ感覚を含む，彼らのウェルビーイ
ングを促進する要因を多角的に検討するこ
とも目的とした。本研究により，在日外国人
のウェルビーイングの促進を意図した介入
プログラムの開発に向けたエビデンスが蓄
積されることが期待される。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，質的と量的アプローチの統合
的検討から，様々なコミュニティに適用可能
な生態学的妥当性を確保し，異文化間妥当性
を確保する。 
 本研究では，在日外国人の中でも，ブラジ
ル人および韓国人に焦点を当て研究を進め
ることにした。調査の実現可能性に加え，韓
国人を対象にした理由としては，日本と韓国
の歴史的背景や，それに起因するヘイトスピ
ーチなどが国内で行われている現状が挙げ
られる。在日コリアンのウェルビーイングの
低下が予想される昨今，彼らに焦点を当てた
取り組みは，社会的正義を中核とするコミュ
ニティ心理学の理念に強く同調するものと
考えた。 
 本研究は，1）未成年および成人の在日ブ
ラジル人を対象とした質問紙調査（量的アプ
ローチ）に加え，2）成人の在日コリアンを
対象としたフォーカスグループ（質的アプロ
ーチ），3）成人の在日コリアンを対象とした
質問紙調査（量的アプローチ），4）中高生の
在日コリアンを対象とした質問紙調査（量的
アプローチ）で構成される。 
 
４．研究成果 
1）未成年および成人の在日ブラジル人を対
象とした質問紙調査 
 未成年および成人の在日ブラジル人を対
象とした質問紙調査の結果，コミュニティ感
覚がソーシャルキャピタルを高め，ソーシャ
ルキャピタルが主観的ウェルビーイングを
高めることなどが示唆された（図 1）。 
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χ2(116)=181.00, p=.000; CFI=.888; RMSEA=.090 
 

図 1（結果の一部の抜粋） 



2）成人の在日コリアンを対象としたフォー
カスグループ 
 成人の在日コリアンを対象にフォーカス
グループを実施した結果，彼らの日本におけ
る具体的な経験が明らかになった（表 1）。ま
た，フォーカスグループを通して，「日常的
な困難に対するレジリエンス」「言語能力」
「情報収集」「援助希求」「社会的つながり」
「相互的な多文化理解」が在日コリアンのウ
ェルビーイングを高めることが示唆された。 
 
表 1 日本における経験（結果の一部の抜粋） 

日本における経験 
ネガティブ ポジティブ 

・差別 
・言語的課題 
・情報検索の困難 

・親切な日本人 
・課題を共有でき，助
け合える友人 
・辛いことを経験して
も，頑張ったこと 

 
3）成人の在日コリアンを対象とした質問紙
調査 
 成人の在日コリアンを対象とした質問紙
調査の結果，日常生活におけるレジリエンス
および日本人がいかに多文化を理解してい
るかという認知が，在日コリアンのウェルビ
ーイングを促進することなどが示唆された
（表 2）。 
 

表 2（結果の一部の抜粋） 
 人生満足感 
変数 β 

ステップ 1 
―性別 
―年齢 
―日本での生活年数 
⊿R2 

 
-.039 
.188 
.203 
.035 

ステップ 2 
―レジリエンス 
―言語能力 
―情報収集 
―援助希求 
―社会的マナー 
―多文化理解度 
―日本人の多文化理解度の認知 
⊿R2 

 
.419*** 

-.032 
-.064 
-.177 
.061 
.108 
.199* 

.244** 
ステップ 3 
―コミュニティ感覚 
―コミュニティとのつながり感 
⊿R2 

 
-.068 
.198 
.024 

R2 .303** 
*p<.05, **p<.01, ***p<.001 
 
 
 
 
 
 
 
 

4）中高生の在日コリアンを対象とした質問
紙調査 
 中高生の在日コリアンを対象とした質問
紙調査の結果，教員とのつながりや，コミュ
ニティ感覚の構成要因である「情緒的結合」
や「影響」が，人生満足感を高めること，日
本での生活年数の長さが，人生満足感を低下
させることなどが示唆された。 
 

表 3（結果の一部の抜粋） 
 人生満足感 
変数 β 

ステップ 1 
―性別 
―日本での生活年数 
―文化的融合 
⊿R2 

 
.09 

-.14* 
.07 

.07** 
ステップ 2 
―学校へのコミュニティ感覚 
―教員とのつながり 
―両親からのストレス 
⊿R2 

 
.08 
.25* 
-.08 

.09*** 
ステップ 3 
―ニーズの充足 
―情緒的結合 
―影響 
―メンバーシップ 
⊿R2 

 
.05 
.14* 
.16* 
-.05 

.05** 
R2 .303** 

*p<.05, **p<.01, ***p<.001 
 
 さらに，将来へのポジティブな展望を持っ
ていることをウェルビーイングとして捉え
た場合，「教師とのつながり」「学校コミュニ
ティ感覚」「地域コミュニティ感覚」が，将
来の展望を高めることなどが示唆された。 
 

表 4（結果の一部の抜粋） 
 将来の展望 
変数 β 

ステップ 1 
―性別 
―発達段階 
―日本での生活年数 
⊿R2 

 
-.018 

.214*** 
-.156** 
.073*** 

ステップ 2 
―教師とのつながり 
―学校コミュニティ感覚 
―地域コミュニティ感覚 
⊿R2 

 
.304*** 
.135** 
.140** 
.188*** 

R2 .250*** 
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